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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】
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ｇ
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【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
６
３
２
Ａ

【
作
者
名
】

　
桂
 

ヒ
ナ
ギ
ク

【
あ
ら
す
じ
】

　
２
０
０
６
年
９
月
下
旬
！
此
処
、
日
本
に
史
上
最
強
最
悪
の
殺
人
鬼
現
る
！

そ
の
名
も
、
Ｃ
ｙ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ
真
理
絵
！
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＋
＋
プ
ロ
ロ
ー
グ
＋
＋

「
見
付
け
た
わ
。
」

突
然
、
背
後
か
ら
少
女
の
声
が
聞
こ
え
た
。

男
は
恐
る
恐
る
後
ろ
を
振
り
返
る
・
・
・
。

グ
サ
ッ
！

振
り
返
っ
た
瞬
間
、
男
の
胸
か
ら
血
が
吹
き
だ
し
た
。
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第
１
話
：
殺
人
鬼
現
る

夜
中
、
全
身
血
ま
み
れ
の
少
女
が
、
一
人
行
く
あ
て
も
な
く
さ
ま
よ
っ
て
い
た
。

彼
女
の
名
は
、
奥
村
 

真
理
絵
。
史
上
最
強
最
悪
の
殺
人
鬼
だ
。

が
、
そ
れ
を
知
る
者
は
誰
一
人
い
な
い
。

「
殺
し
は
楽
し
い
。
愉
快
だ
。
」

真
理
絵
は
そ
う
呟
や
く
と
、
目
に
も
留
ま
ら
ぬ
速
さ
で
、
そ
の
場
か
ら
消
え
失

せ
た
。

翌
朝
、
新
聞
に
大
き
く
、
バ
ラ
バ
ラ
遺
体
発
見
、
と
書
か
れ
て
い
る
の
を
、
真

理
絵
は
読
ん
で
い
た
。

「
出
て
る
わ
！
私
の
活
躍
が
！
」

彼
女
は
叫
ん
だ
。

「
お
前
、
ま
た
殺
し
た
の
か
よ
？
」

唐
突
に
、
台
所
で
朝
食
を
作
っ
て
い
た
男
が
、
真
理
絵
に
言
っ
た
。

男
の
名
は
、
黒
崎
 

新
一
。
真
理
絵
の
彼
氏
・
・
・
で
は
な
く
、
シ
モ
ベ
だ
。

「
お
前
？

私
を
呼
ぶ
時
は
、
真
理
絵
様
、
だ
ろ
？
」

真
理
絵
は
新
一
に
、
今
に
も
殺
す
様
な
態
度
で
言
っ
た
。

「
す
、
す
み
ま
せ
ん
、
真
理
絵
様
。
」

新
一
は
謝
っ
た
。

が
、
こ
れ
で
許
す
真
理
絵
で
は
無
か
っ
た
。

真
理
絵
は
新
聞
を
畳
む
と
、
す
っ
く
と
立
ち
上
が
り
、
新
一
の
い
る
台
所
に
入

っ
た
。

そ
し
て
、
真
理
絵
は
新
一
の
首
に
腕
を
巻
い
た
。

「
何
度
間
違
え
れ
ば
気
が
済
む
！
？
」

新
一
は
恐
怖
と
焦
り
に
襲
わ
れ
た
。

「
今
度
『
お
前
』
と
で
も
言
っ
て
み
ろ
。
そ
の
時
は
、
お
前
の
首
を
砕
く
。
」

真
理
絵
は
言
い
放
っ
た
。

「
気
を
付
け
ま
す
、
真
理
絵
様
。
」
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「
誓
う
か
？
」

「
誓
い
ま
す
。
」

そ
れ
を
聞
い
た
真
理
絵
は
、
新
一
を
解
放
し
た
。

「
じ
ゃ
、
あ
た
し
は
ち
ょ
っ
と
外
出
す
る
わ
。
」

「
ま
た
殺
し
で
す
か
？
」

「
そ
う
よ
。

今
日
は
、
小
嶋
と
か
言
う
ウ
ザ
イ
奴
を
殺
す
わ
。
」

「
小
嶋
さ
ん
を
！
？
」

「
あ
ら
？
何
か
文
句
で
も
？
」

「
ち
ょ
っ
と
、
ね
。
彼
女
、
殺
さ
れ
・
・
・
ぐ
っ
！
？
」

突
然
、
新
一
の
背
中
に
激
痛
が
走
っ
た
。

「
お
前
も
死
に
た
い
か
？
」

真
理
絵
は
、
今
に
も
殺
し
そ
う
な
雰
囲
気
で
言
っ
た
。

新
一
は
脅
え
な
が
ら
こ
う
言
い
返
す
。

「
俺
を
殺
せ
ば
、
巧
い
飯
が
食
え
な
い
で
す
よ
？
」

「
貴
様
の
代
わ
り
は
い
く
ら
で
も
い
る
。

だ
が
、
私
は
貴
様
を
殺
す
訳
に
は
い
か
な
い
。
後
継
ぎ
が
い
な
く
な
る
か
ら
な
。

」「
後
、
継
ぎ
？
」

「
い
や
、
何
で
も
な
い
。
」

そ
う
言
う
と
、
真
理
絵
は
去
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
頃
、
小
嶋
と
呼
ば
れ
る
女
性
は
、
真
理
絵
に
呼
び
出
し
を
喰
ら
い
、
と
あ

る
空
き
地
で
待
っ
て
い
た
。

「
（
奥
村
さ
ん
、
話
が
あ
る
っ
て
言
っ
て
た
け
ど
、
何
な
ん
な
だ
ろ
う
？
）
」

そ
ん
な
事
を
思
っ
て
い
る
と
、
い
き
な
り
何
者
か
に
首
を
絞
め
ら
れ
た
。

「
（
だ
、
誰
！
？
）
」

「
さ
よ
な
ら
。
」

何
者
か
は
そ
う
言
っ
た
。

「
（
そ
、
そ
の
声
、
真
理
絵
ち
ゃ
ん
！
？
）
」

そ
う
思
っ
た
瞬
間
、
小
嶋
の
首
の
骨
が
、
バ
キ
バ
キ
ッ
と
音
を
立
て
て
砕
け
た
。
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同
時
に
、
小
嶋
は
脱
力
し
、
息
絶
え
た
。

「
愉
快
だ
わ
！
こ
ん
な
に
楽
し
い
の
は
、
そ
う
簡
単
に
味
わ
え
る
も
の
じ
ゃ
な

い
わ
！
」

真
理
絵
は
叫
ん
だ
。

そ
の
後
、
真
理
絵
は
小
嶋
を
切
り
刻
み
、
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
、
人
目
に
付
き
や

す
い
所
に
捨
て
、
自
宅
へ
と
帰
っ
た
。
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第
１
話
：
殺
人
鬼
現
る
（
後
書
き
）

切
り
刻
む
と
は
・
・
・
。

「
お
前
も
切
り
刻
ん
で
や
ろ
う
か
？
」

え
！
？
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第
２
話
：
殺
人
鬼
脱
獄

あ
れ
か
ら
１
ヶ
月
。
真
理
絵
は
殺
人
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
刑
務
所
に
収
容
さ
れ

て
い
た
。

「
ち
ょ
っ
と
看
守
！
私
を
誰
だ
と
思
っ
て
る
訳
！
？

国
民
的
殺
人
鬼
、
奥
村
 

真
理
絵
様
よ
！
」

こ
く
み
ん
て
き
ア
イ
ド
ル

「
五
月
蝿
い
ぞ
！
連
続
殺
人
鬼
！
」

室
外
か
ら
看
守
の
怒
鳴
る
声
が
聞
こ
え
る
。

「
真
理
絵
様
と
呼
べ
！

何
度
言
っ
た
ら
解
る
！
？
」

怒
鳴
る
看
守
に
怒
鳴
り
返
す
真
理
絵
。

「
あ
あ
あ
あ
！
五
月
蝿
い
！
」

突
然
、
同
じ
牢
に
い
た
少
年
が
叫
ん
だ
。

真
理
絵
は
驚
い
て
振
り
向
い
た
。

「
あ
な
た
、
何
時
か
ら
そ
こ
に
！
？
」

「
ず
っ
と
い
た
よ
！

そ
れ
よ
り
、
も
う
ち
ょ
っ
と
静
か
に
し
て
貰
え
な
い
か
？
」

「
ご
め
ん
。
人
が
い
た
な
ん
て
気
付
か
な
か
っ
た
か
ら
・
・
・
。
」

「
別
に
良
い
よ
。
慣
れ
っ
子
だ
し
。

所
で
、
あ
ん
た
何
し
て
捕
ま
っ
た
ん
だ
？
」

少
年
は
そ
う
言
っ
た
後
、

「
俺
は
傷
害
で
逮
捕
さ
れ
た
。
」

と
付
け
足
し
た
。

「
私
は
連
続
殺
人
だ
よ
。
」

真
理
絵
は
自
慢
気
に
答
え
た
。

同
時
に
、
少
年
は
隅
っ
こ
の
方
に
行
き
、
し
ゃ
が
み
込
み
、
震
え
て
し
ま
っ
た
。

「
ど
う
し
た
の
？
」

真
理
絵
は
少
年
に
近
寄
る
。

「
く
、
来
る
な
！
」
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少
年
は
真
理
絵
に
脅
え
て
い
た
。

「
私
が
怖
い
の
？
」

真
理
絵
は
少
年
の
前
で
、
し
ゃ
が
み
込
ん
で
聞
い
た
。

「
た
、
頼
む
か
ら
命
だ
け
は
！
？
」

「
待
っ
て
！
誰
も
殺
す
な
ん
て
言
っ
て
な
い
わ
。
」

真
理
絵
は
そ
う
言
っ
て
、
少
年
を
落
ち
着
か
せ
た
が
、
頭
の
中
で
は
目
の
前
の

少
年
を
殺
そ
う
と
考
え
て
い
た
。

「
本
当
・
・
・
か
？
」

「
嘘
吐
い
て
何
に
な
る
の
よ
？
」

「
ハ
ハ
、
そ
う
だ
よ
な
。
」

少
年
は
冷
静
に
な
る
と
笑
っ
た
。

そ
の
時
、
看
守
が
扉
を
開
け
た
。

「
奥
村
、
面
会
の
時
間
だ
。
」

「
（
面
会
？
そ
う
だ
、
こ
の
手
が
あ
っ
た
わ
！
）
」

真
理
絵
は
思
い
つ
く
と
、
入
り
口
に
立
っ
て
い
る
看
守
の
腹
に
、
パ
ン
チ
を
一

発
く
れ
て
や
っ
た
。

「
う
っ
！
」

看
守
は
口
か
ら
血
を
吐
い
て
気
絶
し
た
。

「
ご
め
ん
ね
・
・
・
。
」

真
理
絵
は
そ
う
呟
く
と
、
刑
務
所
の
出
口
へ
と
向
か
っ
た
。

そ
し
て
、
難
な
く
脱
獄
に
成
功
し
た
、
か
に
見
え
た
。

「
脱
獄
だ
ぁ
！
」

刑
務
所
の
警
官
達
は
一
斉
に
真
理
絵
を
囲
ん
だ
。

「
大
人
し
く
戻
れ
！
」

警
官
達
は
真
理
絵
に
銃
口
を
向
け
る
。

が
、
真
理
絵
は
微
動
だ
に
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
始
め
た
。

「
止
ま
れ
！
」

警
官
達
は
叫
ぶ
。
だ
が
、
真
理
絵
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

パ
ア
ン
！

遂
に
、
警
官
達
の
中
の
一
人
が
、
真
理
絵
に
向
け
て
発
砲
し
た
。
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カ
ー
ン
！

真
理
絵
に
当
た
っ
た
弾
は
、
跳
ね
返
っ
て
、
銃
を
撃
っ
た
警
官
に
当
た
っ
た
。

そ
の
警
官
は
、
そ
の
場
に
倒
れ
た
。

「
化
け
物
だ
！
」

皆
さ
ん
一
斉
に
撃
ち
込
ん
だ
。

一
発
、
二
発
と
、
放
た
れ
た
銃
弾
は
、
全
て
跳
ね
返
り
、
回
り
の
警
官
共
を
傷

付
け
た
。

「
も
う
終
わ
り
で
す
か
？
」

真
理
絵
は
聞
く
が
、
返
事
は
返
っ
て
来
な
か
っ
た
。

皆
、
驚
い
て
固
ま
っ
て
い
た
の
だ
。

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
今
度
は
こ
っ
ち
の
番
だ
！
」

真
理
絵
は
、
懐
か
ら
巨
大
な
ガ
ト
リ
ン
グ
ガ
ン
を
取
り
だ
し
た
。

一
体
、
そ
ん
な
物
を
ど
う
や
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
か
、
不
思
議
で
し
ょ
う
が

な
い
。

グ
イ
ー
ン
、
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
！

真
理
絵
は
、
ガ
ト
リ
ン
グ
ガ
ン
を
発
砲
し
、
回
り
に
い
た
警
官
共
を
全
て
抹
殺

し
、
自
宅
へ
と
帰
っ
て
行
っ
た
。

こ
う
し
て
、
真
理
絵
は
刑
務
所
の
脱
獄
に
成
功
し
た
。
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第
２
話
：
殺
人
鬼
脱
獄
（
後
書
き
）

い
き
な
り
こ
れ
か
よ
！
？

こ
ん
な
奴
が
い
た
ら
、
人
類
消
滅
し
ち
ま
う
。

あ
る
意
味
、
恐
怖
だ
。

ホ
ラ
ー
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Cyborg death god
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